
忘
れ
ら
れ
た

　
　
遺
跡
遺
物
の
発
掘
（
四
）

一
、
坐
像
平
安
仏
二
体

浜
脇
・
薬
師
如
来
坐
像
　
平
安
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
浜
脇
温
泉
薬
師
堂
の
本
尊
。
破
損
が
著
し
い
が
、
小
像
の
わ
り

に
力
強
い
肉
付
け
や
鋭
い
衣
紋
の
彫
り
ロ
を
示
し
、
平
安
前
期
彫

刻
の
名
残
が
見
ら
れ
る
。
浜
脇
温
泉
は
別
府
温
泉
の
中
で
は
最
も

起
源
が
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
の
父
用
明
天
皇
が
病
気

平
癒
の
た
め
こ
の
地
に
行
幸
し
、
入
浴
し
た
と
い
う
。
こ
の
薬
師

仏
は
豊
国
法
師
の
作
と
伝
え
、
同
温
泉
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
（
檜
材
一
木
造
　
禄
高
一
七
、
〇
）

　
　
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
－
湯
浴
み
ー
「
湯
の
歴
史
と
文
化
」
）

　
浜
脇
の
湯
薬
師
に
つ
い
て
、
寛
政
八
年
辰
四
月
の
書
か
れ
た
文

書
が
あ
る
。
（
読
み
く
だ
し
に
な
お
す
。
薬
師
堂
内
に
掲
示
）

¬

浜
脇
・
田
野
口
　
両
村
湯
薬
師
御
極
書

一
往
古
よ
り
富
両
村
へ
湯
薬
師
こ
れ
あ
り
候
処
、
類
焼
に
て
小

　
堂
も
こ
れ
な
き
よ
う
成
り
行
き
候
に
つ
き
、
こ
の
度
村
中
一

　
同
相
談
の
上
薬
師
堂
建
立
致
し
候
こ
と

一
毎
年
四
月
八
日
崇
福
寺
よ
り
薬
師
仏
供
養
と
し
て
、
大
般
若

　
教
供
養
と
し
て
転
読
仕
り
候

一
右
御
祭
り
入
用
料
と
し
て
、
崇
福
寺
の
上
に
少
々
の
畑
地
古

　
来
よ
り
の
引
き
付
け
を
も
っ
て
、
帯
屋
藤
兵
衛
よ
り
崇
福
寺

　
へ
寄
付
致
し
置
き
候
あ
い
だ
、
末
々
迄
も
怠
り
な
く
大
般
若

教
勤
め
相
な
る
べ
く
候
‘
尤
も
即
日
（
ま
つ
り
）
の
参
り

も
の
は
崇
福
寺
へ
届
け
申
す
べ
く
候
　
そ
の
余
平
日
の
参
り

も
の
は
薬
師
堂
修
復
料
に
あ
い
備
え
置
き
申
す
べ
く
候
。
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一
右
御
祭
り
の
節
町
中
よ
り
白
米
五
合
筒
差
し
上
げ
、
四
月
八

　
　
日
御
出
家
衆
相
伴
仕
り
御
祭
り
賑
々
し
く
相
勤
め
中
す
べ

　
　
く
候
ｏ
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
４
　
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
の

　
　
尤
も
崇
福
寺
よ
り
毎
年
右
御
供
米
調
え
に
相
廻
り
中
す
へ
き

　
　
あ
い
だ
、
尤
も
志
こ
れ
あ
り
候
者
は
白
米
五
合
ヅ
ツ
差
出
し

　
　
参
詣
致
す
べ
く
候
。

　
　
一
末
々
に
至
り
候
て
参
り
も
の
ば
か
り
に
て
修
復
あ
い
届
か
ず

　
　
候
は
ば
、
町
中
あ
い
寄
り
相
談
の
う
え
修
復
取
り
繕
い
中
々

　
　
べ
く
候

　
一
後
年
の
た
め
こ
の
書
付
五
通
あ
い
認
め
崇
福
寺
・
両
村
庄
屋

　
　
与
頭
、
町
惣
代
の
者
へ
壱
通
ヅ
ツ
預
け
置
き
申
し
候
。

右
の
通
り
こ
の
度
あ
い
極
候
と
こ
ろ
相
違
こ
れ
な
く
候
に
つ
き
、

崇
福
寺
・
両
村
庄
屋
、
・
与
頭
・
町
惣
代
一
同
印
形
致
し
置
き
候

と
こ
ろ
如
　
件

　
寛
政
八
年
辰
四
月
　
　
　
　
　
　
浜
脇
村
　
崇
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
脇
村
庄
屋
　
ハ
郎
兵
衛

与
頭
、
　
　
（
署
名
略
）

町
惣
代
百
姓
（
署
名
略
）

田
野
口
村
庄
屋
　
久
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭
　
　
　
（
署
名
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
惣
代
百
姓
（
署
名
略
）
」

寛
政
八
年
に
浜
脇
で
大
火
事
が
あ
り
薬
師
堂
が
類
焼
し
た
こ
と
、

四
月
八
日
に
、
大
般
若
教
を
転
読
し
て
お
祭
り
し
た
こ
と
。
薬
師

堂
の
管
理
運
営
に
関
す
る
取
り
決
め
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
古
文
書
中
に
「
古
来
よ
り
当
両
村
に
へ
湯
薬
師
こ
れ
あ
り
」
と

か
い
て
あ
る
湯
薬
師
は
、
写
真
の
薬
師
如
来
座
像
の
こ
と
で
あ
ろ

野
田
・
薬
師
如
来
坐
像
　
平
安
時
代

　
浄
土
宗
朱
湯
山
長
泉
寺
の
本
尊
で
あ
る
。
朱
湯
山
の
山
号
は
風

土
記
の
「
赤
湯
」
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
略
縁
起
に
よ
れ
ば

後
朱
雀
天
皇
の
寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）
重
病
で
あ
っ
た
親
仁
親

王
（
後
の
後
冷
泉
天
皇
）
が
夢
に
に
薬
師
如
来
が
現
れ
て
「
我
は

竃
門
荘
の
薬
師
で
あ
る
仏
で
あ
る
。
こ
の
地
に
霊
泉
が
あ
る
の
で

入
り
て
薬
師
に
祈
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
癒
ゆ
る
。
」
と
い
う
の

で
直
ち
に
下
向
し
て
入
湯
し
た
ら
直
に
全
快
し
た
。

　
そ
の
仏
恩
に
報
い
る
た
め
、
同
荘
柴
石
の
地
に
一
宇
を
建
立
し

て
薬
師
仏
を
安
置
し
、
寛
徳
院
朱
湯
山
長
泉
寺
と
名
ず
け
た
。
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！

　
こ
の
本
尊
は
、
乳
の
出
の
少
な
い
婦
人
が
祈
願
す
る
と
、
験
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
「
野
田
の
乳
薬
師
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

〃゛

二
、
墳
墓

朝
見
の
キ
リ
シ
タ
ン
塔

　
朝
見
ハ
幡
社
の
横
を
浄
水
池
の
方
に
少
し
行
く
と
右
手
に
大
野

家
墓
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
隅
飾
を
欠
く
宝
筥
印
塔
形
式
の
キ
リ
シ

タ
ン
塔
が
一
基
あ
る
。
相
輪
は
折
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
塔

の
相
輪
の
特
長
を
備
え
て
い
る
。
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キ
リ
シ
タ
ン
塔
は
多
く
の
場
合
、
笠
と
塔
、
塔
と
台
座
の
接
面

部
に
ク
ル
ス
を
隠
し
彫
り
し
て
い
る
が
、
こ
の
塔
は
塔
身
と
基
礎

の
接
面
部
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
　

　
市
立
美
術
館
の
前
提
に
二
基
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
も
と
あ
っ

た
位
置
が
不
明
で
あ
る
の
で
歴
史
的
価
値
を
失
っ
て
い
る
。
朝
見

大
野
家
墓
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
塔
は
、
朝
見
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
跡
を

止
め
る
数
少
な
い
記
念
碑
で
あ
る
。

高
橋
敬
一
の
墓

　
高
橋
敬
一
は
通
称
万
之
進
、
名
を
広
太
郎
と
い
っ
て
最
後
の
亀

川
村
庄
屋
で
あ
っ
た
。
若
く
し
て
日
出
の
帆
足
万
里
の
も
と
で
学

び
ん
だ
尊
皇
論
者
で
あ
る
。
、
慶
応
二
年
日
田
郡
代
に
追
わ
れ
長

三
洲
を
匿
い
長
州
に
逃
が
し
た
罪
で
日
田
役
所
の
牢
獄
に
つ

な
が
れ
た
。

維
新
後
、
日
田
県
別
府
支
所
の
官
吏
に
採
用
さ
れ
、
つ
い
で
日
田

県
の
大
属
に
抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
し
明
治
三
年
、
大
山
村
の
竹

槍
一
揆
の
鎮
圧
に
向
か
い
暴
徒
に
剌
さ
れ
て
殉
職
し
た
。

　
題
字
は
松
方
正
義
、
碑
の
撰
文
は
維
新
政
府
で
文
部
大
丞
に
な
っ

て
明
治
天
皇
に
書
道
を
教
え
た
長
三
州
で
あ
る
。

　
嗚
呼
敬
一
　
生
為
国
効
　
死
為
国
報
　
嗚
呼
敬
一
　
死
其
何
側

　
名
在
千
国
　
嗚
呼
敬
一
　
生
観
明
世
　
死
亦
伸
志
　
亀
川
之
山

　
既
高
既
固
　
敬
一
之
幕

永
井
亀
吉
の
墓

　
浜
脇
芝
尾
市
営
墓
地
に
通
称
「
灘
亀
」
の
墓
が
あ
る
。

　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
明
治
の
元
勲
井
上
馨
が
ま
だ
聞
多

と
い
っ
て
い
た
頃
、
山
口
城
下
で
俗
論
究
の
刺
客
に
襲
わ
れ
た
。

　
翌
慶
応
元
年
、
聞
多
は
春
出
花
助
と
変
名
し
て
別
府
の
若
松
屋

に
潜
伏
し
た
。

　
こ
の
時
、
土
地
の
侠
客
灘
亀
は
、
若
松
屋
主
人
に
依
頼
さ
れ
て

15S－



聞
多
を
子
分
に
仕
立
て
て
身
辺
を
護
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
灘
亀
の

の
生
業
は
沖
に
停
泊
す
る
大
船
と
港
を
結
ぶ
沖
仲
仕
を
取
り
仕
切

る
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
灘
亀
は
晩
年
生
活
苦
か
ら
目
を
悪
く
し
、
明
治
三
十
五
年
浜
脇

で
行
き
倒
れ
て
変
死
を
遂
げ
た
。

　
同
四
十
四
年
、
来
別
し
た
井
上
馨
は
灘
亀
が
路
傍
で
変
死
し
た

こ
と
を
聞
き
墓
石
を
立
て
旧
恩
に
報
い
た
と
い
う
。

　
墓
碑
銘
「
法
名
釈
退
来
　
俗
名
永
井
亀
吉
　
明
治
三
十
五
年
旧

暦
八
月
三
日
死
　
行
年
六
十
七
才
」
側
面
の
「
懐
旧
井
上
馨
建
立
」

は
井
上
馨
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
墓
地
周
囲
の
玉
垣
は

養
嗣
子
井
上
勝
之
助
か
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
巨
石

お
い
し

大
石
の
大
石

　
桜
ケ
丘
の
大
石
の
大
石
は
江
戸
時
代
に
南
鉄
輪
、
平
田
、
北
石

垣
三
村
の
分
岐
点
で
、
こ
の
巨
石
を
動
か
ぬ
基
準
に
し
て
三
村
の

境
界
が
引
か
れ
た
。
一
面
の
原
野
に
こ
の
巨
石
が
一
種
の
道
標

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
大
石
は
別
府
市
内
で
最
も
大
き

い
自
然
石
で
あ
る
。

　
む
か
し
、
西
街
道
は
こ
の
石
の
側
か
ら
春
木
川
を
徒
渉
し
て
対

岸
へ
と
続
い
た
そ
う
で
あ
る
。
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大
石
の
下
に
、
維
新
後
南
鉄
輪
村
の
保
長
で
後
に
一
四
小
区
の

戸
長
に
な
っ
た
加
藤
新
平
が
、
交
通
に
不
便
で
あ
っ
た
大
石
付
近

に
私
費
を
投
じ
て
道
路
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
た
顕
彰
碑
が
あ
る
。

　
む
か
し
、
大
石
の
天
辺
に
「
大
将
軍
」
の
石
殿
が
あ
っ
た
と

言
わ
れ
る
が
今
は
失
わ
れ
て
い
る
。

姫
山
メ
ン
ヒ
ル

　
　
『
大
別
府
史
跡
名
勝
（
昭
和
十
年
）
』
姫
山
メ
ン
ヒ
ル
の
項
に
、

　
「
・
：
周
囲
は
神
々
し
い
ま
で
に
原
始
林
に
巡
ら
さ
れ
、
一
度
こ
の

霊
地
に
入
り
先
住
民
族
輝
く
信
仰
の
対
象
物
を
見
る
時
、
直
ち
に

襟
を
正
さ
し
め
、
原
始
的
神
秘
の
感
に
打
た
れ
る
こ
と
を
禁
じ
難

い
も
の
が
あ
る
。
高
さ
二
十
五
尺
’
周
り
五
十
尺
の
自
然
の
巨

石
は
、
見
る
か
ら
に
荘
厳
な
る
男
性
を
示
す
大
メ
ン
ヒ
ル
な
り
。
」

　
最
近
は
開
け
て
巨
石
ま
で
道
路
が
通
っ
た
が
、
神
秘
的
な
荘
厳

さ
は
備
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
巨
石
に
つ
い
た
メ
ン
ヒ
ル
の
名
称
は
、
昭
和
八
年
鳥
居
龍

蔵
博
士
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
考
古
学
に
お
い
て
は
「
メ

ン
ヒ
ル
と
は
巨
石
記
念
物
で
、
ほ
と
ん
ど
加
工
を
加
え
ず
に
単
独

で
地
上
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
先
史
時
代
の
信
仰
記
念
物
と
考

え
ら
れ
る
立
石
で
あ
る
。
」
の
点
で
メ
ン
ヒ
ル
と
し
て
は
疑
問
視

さ
れ
、
考
古
学
的
な
学
術
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
巨
石
の
付
近
一
帯
は
、
縄
文
・
弥
生
の
周
知
遺
跡
で
す
で

に
遺
構
が
発
掘
さ
れ
、
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
に
お
い
て
原
始
信
仰
が
お
こ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
別
府
市
に
と
っ
て
は
数
少
な
い
民
俗
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
此
の
巨
石
に
刻
ま
れ
た
記
号
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
フ
（
上
代
文

字
）
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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